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(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

４  第82期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。 

  

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第82期

第３四半期
連結累計期間

第83期
第３四半期
連結累計期間

第82期

会計期間
自  平成22年４月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日

至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日

至  平成23年３月31日

売上高 （千円） 42,049,881 43,303,443 55,762,823

経常利益 （千円） 642,768 652,733 842,494

四半期（当期）純利益 （千円） 381,155 373,129 500,783

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 272,072 223,587 373,537

純資産額 （千円） 5,897,427 6,100,643 5,998,983

総資産額 （千円） 24,359,470 24,713,475 22,389,688

１株当たり四半期（当期）純
利益金額

（円） 44.59 43.65 58.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 24.02 24.48 26.58

回次
第82期

第３四半期
連結会計期間

第83期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日

至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 17.28 16.91

２ 【事業の内容】
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当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。 

当第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日～平成23年12月31日）におけるわが国経済は、東日本

大震災の影響による経済活動の停滞から回復の兆しが見られた一方で、欧州の金融危機を背景とする海

外景気の下振れや、歴史的な円高の長期化・株安の進行・タイで発生した洪水などの影響により、国内

景気の先行きに対する不透明感が払拭できない状況が続いております。 

このような中、当社グループの属する合成樹脂業界における合成樹脂の基礎原料であるエチレンの

当第３四半期連結累計期間の生産量は4,931.5千トンと前年同期に比べ309.3千トン減少いたしました

(前年同期比5.9％減）。 

当社グループは東日本大震災によるサプライチェーンの寸断等で４、５月は影響を受けましたが、

想定よりも早い需要の回復を着実に捉え、順調に業績を積み重ねてきました。その結果、当社グルー

プの当第３四半期連結累計期間の売上高は43,303百万円（前年同期比3.0％増）、営業利益は687百万

円（同0.8％増）、経常利益は652百万円（同1.6％増）、四半期純利益は373百万円（同2.1％減）とな

りました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は24,713百万円となり、前連結会計年度末と比べ2,323百万円

増加いたしました。その要因は、受取手形及び売掛金を主とした流動資産の増加額2,598百万円及び投

資有価証券を主とした固定資産の減少額274百万円等によるものであります。また、負債は前連結会計

年度末に比べ2,222百万円増加し、18,612百万円となりました。その要因は支払手形及び買掛金を主と

した流動負債の増加額2,108百万円及び長期借入金を主とした固定負債の増加額113百万円によるもの

であります。純資産の部は前連結会計年度末より101百万円増加し6,100百万円となり、自己資本比率

は24.5％となりました。 

  

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありま

せん。 

  

第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

２ 【経営上の重要な契約等】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

(2)  財政状態の分析

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題
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該当事項はありません。 

  

「資金需要」 

当社グループの資金需要の主なものは、運転資金、法人税等の支払い、借入金の返済、配当金の支払

い等であります。 

また、その資金の源泉といたしましては、営業活動によるキャッシュ・フロー、金融機関からの借入

等により必要とする資金を調達しております。 

  

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありませ

ん。 

  

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末

における計画に著しい変更はありません。 

  

当社グループを取り巻く事業環境は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災の影響が限定的な

ものとなり、需要の回復を確実に捉えることで順調に推移いたしました。しかしながら一方では、欧

州における財政不安の影響による世界的な景気の減速感や、歴史的な円高の長期化・株式市場の低

迷・タイで発生した洪水などの影響による国内景気の不透明感の増幅等、種々の不安要因を抱えてお

り、国内外とも厳しい経済情勢が続くものと思われます。 

当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえて、増大する与信リスクの管理・強化に努

め、不良債権が発生しないように更なる努力をいたします。 

また、今後も拡大基調が続くと見込まれる、中国や東南アジア市場を主とした海外展開を引き続き

積極的に推進し、香港、深セン、上海、大連、天津、シンガポールに加え、駐在員事務所から現地法

人に昇格させたフィリピン、更には中国内陸部を睨む上海法人の出張所として開設した安徽省・合肥

などの営業拠点及びベトナムのコンパウンド工場も含め、これら海外拠点の有機的な活用を図り、海

外商いを更に拡大すべく注力するとともに、国内における連結子会社である株式会社富士松、フィル

タレン株式会社も含め、国内・海外とも一体となった取り組みを通して、グローバル・プレーヤーと

して企業価値の最大化を目指します。 

  

(4)  研究開発活動

(5)  資本の財源及び資金の流動性についての分析

(6)  従業員数

(7)  生産、受注及び販売の実績

(8)  主要な設備

(9)  経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

 
  

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,600,000

計 25,600,000

②  【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,550,000 8,550,000
大阪証券取引所

JASDAQ 
(スタンダード)

単元株式数
100株

計 8,550,000 8,550,000 － －

(2) 【新株予約権等の状況】

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

(4) 【ライツプランの内容】

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成23年10月１日～
平成23年12月31日 － 8,550,000 － 793,050 － 721,842

(6) 【大株主の状況】
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当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。 

平成23年９月30日現在 

 
  

平成23年９月30日現在 

 
  

該当事項はありません。 

(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,500

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,548,000 85,480 －

単元未満株式 普通株式 500 － －

発行済株式総数 8,550,000 － －

総株主の議決権 － 85,480 －

②  【自己株式等】

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式） 
プラマテルズ株式会社

東京都品川区北品川 
四丁目７番35号 1,500 － 1,500 0.02

計 － 1,500 － 1,500 0.02

２ 【役員の状況】
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当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。 

  

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月

１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けてお

ります。 

  

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

２．監査証明について
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,386,074 3,105,579

受取手形及び売掛金 16,172,791 ※３ 18,255,196

商品及び製品 1,307,625 1,229,503

仕掛品 11,123 6,788

原材料及び貯蔵品 21,286 27,996

繰延税金資産 79,642 79,619

その他 384,865 250,062

貸倒引当金 △21,972 △15,139

流動資産合計 20,341,436 22,939,608

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 667,757 673,515

減価償却累計額 △435,268 △448,863

建物及び構築物（純額） 232,488 224,651

機械装置及び運搬具 204,541 199,259

減価償却累計額 △177,517 △178,304

機械装置及び運搬具（純額） 27,024 20,955

工具、器具及び備品 99,829 99,275

減価償却累計額 △88,888 △90,109

工具、器具及び備品（純額） 10,941 9,166

土地 220,690 220,948

リース資産 71,132 72,835

減価償却累計額 △28,408 △35,192

リース資産（純額） 42,723 37,643

有形固定資産合計 533,868 513,364

無形固定資産

リース資産 109,155 77,201

その他 11,974 29,889

無形固定資産合計 121,129 107,091

投資その他の資産

投資有価証券 1,033,914 828,076

差入保証金 175,913 133,679

破産更生債権等 3,416 2,731

繰延税金資産 40,946 48,064

その他 141,998 143,146

貸倒引当金 △2,934 △2,287

投資その他の資産合計 1,393,254 1,153,411

固定資産合計 2,048,252 1,773,867

資産合計 22,389,688 24,713,475
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,780,715 ※３ 14,048,222

短期借入金 2,792,840 2,873,561

1年内返済予定の長期借入金 456,500 300,000

未払法人税等 154,072 86,185

賞与引当金 93,777 49,994

その他 291,797 320,637

流動負債合計 15,569,704 17,678,601

固定負債

長期借入金 275,000 450,000

退職給付引当金 195,244 210,400

役員退職慰労引当金 46,847 33,702

繰延税金負債 88,398 31,084

その他 215,509 209,043

固定負債合計 821,000 934,230

負債合計 16,390,705 18,612,832

純資産の部

株主資本

資本金 793,050 793,050

資本剰余金 721,842 721,842

利益剰余金 4,537,001 4,790,452

自己株式 △930 △930

株主資本合計 6,050,962 6,304,414

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 117,939 8,953

繰延ヘッジ損益 △112 △69

為替換算調整勘定 △216,538 △262,431

その他の包括利益累計額合計 △98,711 △253,547

少数株主持分 46,731 49,775

純資産合計 5,998,983 6,100,643

負債純資産合計 22,389,688 24,713,475
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

売上高 42,049,881 43,303,443

売上原価 39,596,932 40,887,014

売上総利益 2,452,949 2,416,429

販売費及び一般管理費

運賃 149,407 179,805

役員報酬 91,275 96,646

給料 520,156 511,035

賞与 89,713 89,581

賞与引当金繰入額 50,058 63,551

退職給付費用 50,799 50,927

役員退職慰労引当金繰入額 9,317 14,478

福利厚生費 98,662 112,492

旅費及び交通費 60,966 59,128

賃借料 144,975 126,404

支払手数料 82,927 79,650

租税公課 17,972 19,858

減価償却費 58,566 53,577

貸倒引当金繰入額 54,267 －

その他 292,089 272,206

販売費及び一般管理費合計 1,771,154 1,729,343

営業利益 681,794 687,086

営業外収益

受取利息 283 348

受取配当金 21,691 19,408

仕入割引 541 646

持分法による投資利益 26,009 16,364

貸倒引当金戻入額 － 6,969

その他 3,899 4,989

営業外収益合計 52,425 48,727

営業外費用

支払利息 45,950 45,385

手形売却損 8,784 8,692

為替差損 25,189 15,971

その他 11,527 13,030

営業外費用合計 91,451 83,080

経常利益 642,768 652,733
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

特別利益

投資有価証券売却益 268 －

特別利益合計 268 －

特別損失

固定資産除却損 295 238

投資有価証券売却損 － 11

投資有価証券評価損 7,823 24,534

その他 － 1,056

特別損失合計 8,118 25,841

税金等調整前四半期純利益 634,917 626,892

法人税等 246,745 248,468

少数株主損益調整前四半期純利益 388,172 378,423

少数株主利益 7,016 5,293

四半期純利益 381,155 373,129
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 388,172 378,423

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金（税引前） △35,538 △190,929

繰延ヘッジ損益（税引前） △2,649 82

為替換算調整勘定（税引前） △84,494 △39,496

持分法適用会社に対する持分相当額 △9,101 △6,396

その他の包括利益に係る税効果額 15,684 81,904

その他の包括利益合計 △116,099 △154,835

四半期包括利益 272,072 223,587

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 265,055 218,293

少数株主に係る四半期包括利益 7,016 5,293
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
 至  平成23年12月31日)

１．税金費用の計算   当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率
を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す
る方法を採用しております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び
誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正
に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。
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１．受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高 

  

 
  

２．偶発債務 

次の関係会社について、金融機関からの借入に対して債務保証を行っております。 

  

 
  

※３．四半期連結会計期間末日満期手形 

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。 

 
  

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。 

  

 
  

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日） 

１．配当金支払額 

 
  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの 

  

該当事項はありません。 

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形割引高 645,917千円 635,574千円

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

保証先 金額 内容 保証先 金額 内容

Toyo Ink Conpunds 
Vietnam Co.,Ltd

216,190千円 借入債務
Toyo Ink Conpunds
Vietnam Co.,Ltd

207,565千円 借入債務

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形 － 207,554千円

支払手形 － 381,895千円

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
 至  平成23年12月31日)

減価償却費 72,983千円 69,534千円

(株主資本等関係)

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月22日 
定時株主総会

普通株式 59,838 利益剰余金 7.0 平成22年３月31日 平成22年６月23日

平成22年10月25日 
取締役会

普通株式 51,290 利益剰余金 6.0 平成22年９月30日 平成22年12月10日

- 14 -



  

当第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日） 

１．配当金支払額 

 
  

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの 

  

該当事項はありません。 

(決議) 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月22日 
定時株主総会

普通株式 59,838 利益剰余金 7.0 平成23年３月31日 平成23年６月23日

平成23年10月26日 
取締役会

普通株式 59,838 利益剰余金 7.0 平成23年９月30日 平成23年12月12日
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前第３四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計

期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日） 

当社及び連結子会社の事業は、合成樹脂関連商品の販売等並びにこれらの付随業務の単一セグメントで

あるため、記載を省略しております。 

  

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。 

  

 
(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

平成23年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

(イ)中間配当による配当金の総額 ……………………………  59,838千円 

(ロ)１株当たりの金額 …………………………………………  ７円00銭 

(ハ)支払請求の効力発生日及び支払開始日 …………………  平成23年12月12日 

(注)  平成23年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。 

  

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

(１株当たり情報)

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
 至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
 至  平成23年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 44円59銭 43円65銭

(算定上の基礎)

四半期純利益金額(千円) 381,155 373,129

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 381,155 373,129

普通株式の期中平均株式数(株) 8,548,416 8,548,416

２ 【その他】
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該当事項はありません。 

  

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】
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平成24年２月９日

プラマテルズ株式会社 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  

 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているプ
ラマテルズ株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成
23年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 
  
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。 
  
監査人の責任 
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。 
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  
監査人の結論 
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、プラマテルズ株式会社及び連結子会社の平
成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 
  
利害関係 
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  
以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士    平    野          巌    印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士    佐    藤    和    充    印

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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